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１．はじめに 

 本校は，平成２２年度に全普通教室に整備された電子黒板及び実物提示装置を活用して，「子ども

たちにとって楽しくわかりやすい授業づくり」をテーマに市のＩＣＴ機器活用モデル校として研究と

実践に取り組んできた。そして，平成２３年度から公益財団法人パナソニック教育財団の特別研究指

定校として，「子どもたちの思考の錬磨を目的とした多様な教科・領域等におけるＩＣＴ活用の在り

方」をテーマに，研究と実践に取り組んできた。 

 

２．研究の目的 

 電子黒板及び実物提示装置が整備された１年目は，これらの機器を含めた周辺機器等を教師がどの

ように利活用して，授業設計に生かすかという点に視点を置いた研究を行ってきた。 

 この結果，教師のＩＣＴの利活用は日々の授業において，常態化し(毎日，ＩＣＴを活用する教員は

本校全体の７８％)，子どもたちに行ったアンケート結果からも９割以上が，電子黒板等のＩＣＴ利用

で「授業が楽しい」「わかりやすい」と答えた。また，８割以上が「発表意欲が高まる」「興味・関

心がわく」等と答えている等，ＩＣＴを活用することで，子どもたちにとってわかりやすく魅力的な

授業となることが明らかになってきた。 

 しかし，子どもたちの知識を確かなものにし，理解を深めることに関しては，フラッシュ型教材等

に代表されるように一定の効果があることが分かってきているものの，今回の学習指導要領の改訂の

柱の一つである「思考力・判断力を高める」ことに関してＩＣＴが果たす役割や効果については，ま

だ十分に研究，実践されてきているとは言い難いのではないかと考えた。 

 そこで，本校では「思考力の育成」，その中でも，個にあっては自分の考えを何度も練り，集団に

あっては互いの考えを練り合わせながら，より確かな考えへと昇華させていく「思考の錬磨」過程に

おいて，子ども一人一人の「思考」を効率的・効果的に深化・拡充させていくために，どのようにＩ

ＣＴを活用していくか。また，電子黒板及び教育用デジタル周辺機器(実物提示装置，ネットワークコ

ンピュータ，ワイヤレスタブレット等)をどのように総合的・複合的に利活用することで，既存の学習

ではなかなか実現し難かった「思考の錬磨」を可能にできるかについて，研究を進めていくことにし

た。 
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３．研究の方法 

 (1) 子どもたちの思考が深化・拡充していく「思考の錬磨」の過程の研究 

    知識のように量的増加をもってその成果をある程度測定することができるものと異なるので，

「自分の考えをもつ，思考が深まる，広がる」といった一連の過程は，具体的にどのような状態，

状況の変化を指すのかについて研究し，それを明確にすることで，研究の成果を検証可能なもの

にできるようにする。 

 (2) ＩＣＴを利活用した子ども一人一人の「思考の錬磨」の過程の可視化とその評価方法の研究 

   「思考の錬磨」の過程が子ども自身や教師が，よりとらえやすく，振り返りやすいものにする

ために，ＩＣＴのどのような機器及び機能が活用できるか，また，それを出来うる限り蓄積し，

形成的な評価ができるようにしていくための研究を行う。 

 (3) 多様な教科・領域における「思考の錬磨」過程を取り入れた授業づくりの具体化 

    「思考の錬磨」におけるＩＣＴの効果や活用方法を明らかにしながら，それらを具体的に授業

における学習場面での実践を通して検証していく。その際，「国語」「算数」といった主要的用

具系教科，「社会」「理科」といった内容系教科，「体育」のような技能系教科，そして「道徳」

教育や「特別支援教育」に至る様々な教科・領域において，それぞれの教科・領域特性を生かし

た「思考の錬磨」のためのＩＣＴ活用ができるかについて，検証授業を通して研究・実践してい

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(4) 電子黒板及び教育用デジタル周辺機器の効果的活用法の研究と実践 

    既に各教室に整備されている電子黒板と実物提示装置の更なる効果的活用方法に加えて，電子

黒板の画面を複数で共有し，書き込み合いながら話合い活動を行うためのワイヤレスタブレッ
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ト，思考を互いに練り合わせるための児童用ネットワーク・コンピュータの授業場面での活用法

に加えて，デジタルペンのような授業支援ツール等の複合的活用方法を研究し，「思考の錬磨」

のためのＩＣＴ活用の授業モデルを数多く確立していくことができるようにする。 

 

４．研究の内容 

 (1) 多様な教科・領域における「思考の錬磨」の場面を取り入れた授業づくりの具体化 

     ア 授業構想段階における「思考活動」の明確化とＩＣＴ活用 

     「思考の錬磨」を図っていく上で，授業の様々な場面で計画的，効果的に「思考活動」を取

り入れていく必要がある。そして，これらの「思考活動」を促進するために，どのようなＩＣ

Ｔ活用が考えられるかについて，これまでの実践を位置付けながら，分類・整理した。 

   イ 「思考の錬磨」の場面を取り入れた授業構想とＩＣＴ活用の計画作成の手順 

     「思考の錬磨」の場面を取り入れた授業づくりを行い，それを支え，促すＩＣＴ活用を具体

化するためには，これらに応じた授業構想を明らかにしておく必要がある。また，「思考の錬

磨」を図るためには，場当たり的に「思考活動」を取り入れるのではなく，学習目標に即した

思考に関する具体目標を明確にし，それに応じた適切な「思考活動」の場を意図的・計画的に

設定することが大切である。  

     これらの手順を機能的に行うためには，個々の教師が全て一人で行うのではなく，学校全体

で組織的に取り組んでいくことが大切である。教師一人一人がもつ教科・領域の専門性を生か

したり，校内に設置されたＩＣＴ機器の特性や機能について熟知した教師が，一緒になって授

業づくりを支援したりすることで可能になるものと考える。 

     そこで，校務分掌に位置付けられた既存の「教育方法部」を発展にとらえ，新たに「ＩＣＧ

(ICT Consulting Group)」と名付け，授業づくりにおけるＩＣＴ活用の支援を担当する部署を

位置付けることにした。 

 (2) ＩＣＴを活用した子ども一人一人の「思考の錬磨」の過程の可視化とその評価方法の研究 

   ア ＩＣＴを活用した「思考の錬磨」の過程の可視化の基本的な考え方 

     「思考の錬磨」の過程を可視化するとは，個別的錬磨や協働的錬磨によって，基礎的段階に

おける思考が発展的段階における思考に高まる過程と考える。「思考の錬磨」の過程を可視化

することにより，教師は子どもの思考を高めるための指導を的確に行うことができる。また，

子ども自身も自分の思考を高めることにつなげることができる。さらに，自分の思考の高まり

を実感することにもつながると考える。 

   イ 「思考の錬磨」の過程を可視化

することの目的とＩＣＴ活用 

     右の表のように「思考の錬磨」

の過程において，思考の可視化の

う目的を明確にしたＩＣＴ活用

を図り，学習を展開することで，

子どもたちの思考を高めること

ができると考える。 
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     まず，基礎的段階の思考では，これまでの学習や経験，学習の資料を基に自分なりの考えを

もつことができるようにする。その際，自分なりの考えを分かりやすく表出するために，自分

の考えの根拠を記述したり，絵や図などを使いながら整理したりしてまとめることが大切であ

る。そうすることで，友だちとの学び合いで分かりやすく伝え合うことができ，学び合いの場

もより確かなものとすることができる。この過程では，リアルタイムで児童相互の考えを見取

るためのＩＣＴ活用や，考えの見通しがたたなかったり，うまく自分の考えをまとめることが

できなかったりする子どもにとって，思考するための手引やまとめるときの参考になるものを

提示するためのＩＣＴ活用が効果的である。 

     そして，協働的錬磨においては，ノートやＩＣＴなどにまとめられた考えを，文章    

や絵，図などで説明し合うことにより，自分の考えと比較したり，関係付けたりしな    

がら考えをまとめあげていくことができるようなＩＣＴ活用が効果的である。このと    

き相互の考えを並べ，同じ考えや違う考えを囲んだり，矢印でつないだりすることで，   

 子どもたちは自分の考えと引き寄せ，照らし合わせながら考えることができる。 

     さらに，発展的思考の段階では，みんなで学習問題をまとめて一般化したり，学習    

を振り返ったりする際に，自分のノートと電子黒板等に映し出された友だちの考えや    

まとめられた考えを比較・関係付けながら，自分の考えの高まりを実感できるような    

ＩＣＴ活用が効果的である。 

   ウ ＩＣＴで可視化した「思考の錬磨」の過程の蓄積，評価，活用の仕方 

     教師は，「思考の錬磨」の過程を可視化することにより，子どもたちの思考の内容や   

その思考過程を見取るだけでなく，思考を分類・整理することができる。そして，分    

類・整理したものを蓄積していくことで，授業における形成的評価に生かしたり，次    

時の学習や系統性のある単元における学習内容で活用したりすることができる。これ    

までも，ノートやワークシートなどを活用し，子どもたちの思考やその過程を机間指    

導やノート指導において見取り，学習指導に生かしてきている。しかし，1 単位時間や   

単元において，全ての子どもの思考の内容や思考の過程を見取り，それらを分類・整    

理，蓄積，評価するまでには十分とは言えなかった。 

     そこで，ＩＣＴを活用することで，「思考の錬磨」の過程を可視化したものを，蓄積，評価，

活用を効果的，効率的にできるのでないかと考えた。例えば，手書きのノートなどの紙媒体で

あっても，書画カメラやスキャナカメラなどで読み取り，デジタル化し，分類・整理しておく

ことで，いつでも取り出すことができる。また，電子模造紙やデジタルペンにおいては，リア

ルタイムに可視化すると同時にその様子や内容を保存することもできる。さらに，ゲーム機端

末よる授業支援システムでは，教師と子どもは双方向的に考えや情報をやり取りすることがで

きる。 

     例えば，蓄積した思考の活用の視点では，一単位時間の学習においては，自力解決    

後の考えと友達との交流後の考えを比較させることで，自分の思考過程を整理したり，   

確かな考えに結び付けたりすることができる。また，単元の学習においては，前時の    

学習での考えを導入や「思考活動」場面で提示することで，学習内容のつながりを意    

識して考えたり，考えるときの手助けにしたりすることができると考えた。 
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     次に，評価の視点では，即座に見取ることで，考えの見通しがなかなかもてない子    

どもなどの個に応じた指導に生かすことができる。そして，リアルタイムで考えの様    

子を見取ることができることにより，子どもたちの思考の根拠や過程がわかるだけで    

なく，学び合いでの意図的指名の計画も立てることができる。また，蓄積された子ど    

もたちの思考や授業の記録は，次時の学習の教材になったり，教師自身が授業を振り    

返る評価の材料となったりして，授業の改善・工夫につなげることができると考えた。 

 

5．研究の経過 

  １年目(平成２３年度) 

月 研究実践の経過 

４ ○研究推進委員会①及び全体研究「本年度研究の方向性及び研究計画の確認」 

 

５ 

 

○新規購入ＩＣＴ機器の操作方法等の研修 

○研究推進委員会②③及び全体研究 「研究緒論の検討」 

○「訪問アドバイス」による研修① 研究授業「社会科に思考の錬磨とＩＣＴ活用」 

 
６

 

 

○各教科・領域別検証授業①及び授業研究 ※７教科・領域全てにおいて実施 

○全体研修における検証授業②及び授業研究の実施 

 
７

 

 

○研究推進委員会④⑤及び全体研究 「１学期における検証授業の総括」 

○「訪問アドバイス」による研修②「思考の錬磨に関する研修の進め方」 

８ ○「訪問アドバイス」による研修③「思考の錬磨の場面を取り入れた授業設計」 

９
 

 

○研究推進委員会⑥⑦ 「公開研究会計画の検討」 

○各教科・領域における研究論文(１年次)の最終検討 

10 

 

○各教科・領域別公開事前授業の実施 ※７教科・領域全て(各教科２～３本ずつ実施) 

○「公開研究誌」の印刷・製本 

  

11 

 

○「平成２３年度公開研究会」の実施(１１月１８日【終日】) 

 ※「ＩＣＴ活用に関するシンポジウム」開催 → 「訪問アドバイス」による研修④ 

 ※パナソニック教育財団理事長 遠山敦子先生による講演 

12 ○公開研究会参加者アンケートの分析 

１ 

 

○全体研究「思考の可視化に関する理論研究」 

○研究推進委員会⑧⑨ 「２年次の研究内容の検討」 

２
 

 

○「思考の可視化」に関する検証授業③ 

○先進校等視察研修 

３ ○研究推進委員会⑩及び全体研究 「１年次の成果と２年次の課題及び研究計画」 
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  ２年目(平成２４年度) 

月 研究実践の経過 

４ ○研究推進委員会①及び全体研究「本年度研究の方向性及び研究計画の確認」 

 

５ 

 

○ＩＣＴ機器の点検整備及びＩＣＴ機器の操作方法等の研修 

○研究推進委員会②③及び全体研究「『思考の錬磨』の過程の可視化」  

○「訪問アドバイス」による研修① 研究授業「国語科に思考の錬磨とＩＣＴ活用」 

 
６

 

 

○各教科・領域別検証授業①及び授業研究 ※７教科・領域全てにおいて実施 

○全体研修における検証授業②及び授業研究の実施 

  

７ 

 

○研究推進委員会④⑤及び全体研究 「１学期における検証授業の総括」 

○「訪問アドバイス」による研修②「『思考の錬磨』の過程の可視化と評価に関する研修

の進め方」 

８ 

 

○「訪問アドバイス」による研修③「『思考の錬磨』の過程の可視化と評価の場面を取り

入れた授業設計」 

９
 

 

○研究推進委員会⑥⑦ 「公開研究会計画の検討」 

○各教科・領域における研究論文(２年次)の最終検討 

10 

 

○各教科・領域別公開事前授業の実施 ※７教科・領域全て(各教科２～３本ずつ実施) 

○「公開研究誌」の印刷・製本 

  

11 

 

 

○「平成２４年度公開研究会」の実施(１１月９日【終日】) 

 ※「ＩＣＴ活用に関するパネルディスカッション」開催 → 

 「訪問アドバイス」による研修④ 

 ※パナソニック教育財団理事 小川理子先生による講演 

12 ○公開研究会参加者アンケートの分析 

１ 

 

○全体研究「思考の協働的錬磨（協働学習）関する理論研究」 

○研究推進委員会⑧⑨ 「次年度の研究内容の検討」 

２ ○「思考の協働的錬磨（協働学習）」に関する検証授業③ 

３ ○研究推進委員会⑩及び全体研究 「２年次の成果と３年次の課題及び研究計画」 

 

6．研究の成果と今後の課題 

 (1) 研究の成果 

  ○ 思考を錬磨するために，「思考活動」を促進するＩＣＴ活用について整理し，実践すること

で，効果的な活用の在り方を見出すことができた。 

  ○ ＩＣＧを組織することで，全ての職員が思考の錬磨に向けてＩＣＴを活用した授業・実践に

取り組むことができた。 

  ○ 思考を可視化するためのＩＣＴの活用に取り組むことで，子どもの考えを見取り，協働的錬
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磨に活用したり，次時の学習に活用したりすることができた。また，子どもたちも自分の思考

の高まりを実感することができた。 

  ○ 思考を促すＩＣＴ活用として，本時の「思考活動」を明確にした教材(資料，文章，写真，動

画など）を提示することで，興味・関心をもって意欲的に学習に取り組む姿が見られるように

なってきた。 

 (2) 今後の課題 

    ○ 子どもの思考(理解)を深めるために，計画，準備したＩＣＴの活用が本当に効果的か，効率

的かということを十分に授業検討をしたり，授業後を振り返ったりすることが大切である。  

  ○ 機器の不具合や操作に戸惑って，授業の展開が止まってしまい，子どもたちの学習(思   

考)活動を滞らせてしまうことのないよう，事前の準備や確認を確実に行う必要がある。 

 

７．おわりに 

 これまでの研究の成果や課題を整理していくなかで，「自分の考えをしっかりと表現できている。」

という子どもたちはわずか４割であった。つまり，自分の考えをもっていても，適切な表出がなされ

ないままに協働的学習に取り組むことになり，十分な思考の深化・拡充までにつながっていないので

はないかと考える。  

 そこで，教科の特性や学習のねらい，子どもたちの発達の段階を踏まえた効果的なＩＣＴ活用(タブ

レット端末，デジタルペン，実物投影機，コラボノート等)を図ることで，よりよい協働的学習ができ

るのではないか。また，協働的学習で活用したＩＣＴを，考えを再構築する学習活動に生かすことで，

思考の深化・拡充が効率よく，効果的に図られるのではないかと考える。つまり，子どもたちが授業

の中で「考えたことを相手に分かるようにまとめたり，伝えたりしたい。」「考えを伝え合うことで

自分の考えが高まったぞ。新しい問題に挑戦したい。」と思う授業構成をめざし，ＩＣＴのどのよう

な機能を生かして，どのように活用していくかについて，研究を進めていく。 


